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２００６年度総会開催さる 

    
 敗戦から６１年目の今年の本会総会は２００６年６月１０日（土）午前１０：００より慶
応義塾大学日吉キャンパス来往舎中会議室において開かれました。 
  「新たな戦争遺跡を作らない、戦争の実相を知るために戦争遺跡の保存を」という会に投

げかけられた大きな課題を少しでも解決するため、昨年度の活動報告と決算、また今年度の
方針とその裏付けとなる予算について話し合われました。昨年度の神奈川新聞社会事業賞受

賞、ガイド養成講座開催、ガイドブックの発行という大きな取り組みを経て、ガイド養成講

座の参加者の中から会の運営に参加してくださる方もでるようになりました。今年度中にも

文化庁から戦争遺跡の詳細調査報告が出されるだろうという状況の中で少しずつ活動に広が
りが出てきました。活動方針ではこれまでの「地下壕内の保存」から「地下壕及び関連施設」

の保存に取り組むことが新たに確認されました。 
  総会後、学習会シリーズ「慶応日吉キャンパスの戦争遺跡を知る」第１回「図面から見た
人事局地下壕」と題して本会副会長・戦争遺跡保存全国ネットワーク運営委員 新井揆博氏

の講演がありました。霞ヶ関旧海軍省の当時の写真も公開され、これまであまり知られてい

なかった人事局地下壕を図面とスライドで見て、日吉台地下壕群の壮大な構造の一部が明ら

かにされました。 
  講演の要旨及び 総会で決定された事柄を以下に掲載いたします。       
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○2006 年度第 18 回日吉台地下壕保存の会定期総会 

                １０：００～１０：３０ 
  総会次第 
１． 開会の辞 
２  会長挨拶 
３． 議長選出 
４． 議事 

  ⑴ 2005 年度活動報告 
  ⑵ 2005 年度会計報告 
  ⑶ 2005 年度会計監査報告 
  ⑷ ⑴ ⑵ ⑶ の報告についての質疑応答及び承認 
  ⑸ 2006 年度 会長・副会長・運営委員・会計監査の選出と承認 
  ⑹ 2006 年度 活動方針案説明 
  ⑺ 2006 年度 予算案説明 
  ⑻ ⑹ ⑺ の活動方針案、予算案の質疑応答及び承認 
５． その他 
６． 議長解任 
７． その他連絡事項 
８． 閉会の辞 

  

○ 講演会  １０：３０～１２：００ 
学習会シリーズ 「慶應日吉キャンパスの戦争遺跡を知る」 

第１回「図面から見た海軍省人事局地下壕」 

 

講師  新井 揆博 氏   
   
日 時 ２００６年６月 10日（土）    ９時 30 分会場 
場 所 慶應義塾大学日吉キャンパス 来往舎２Ｆ 中会議室 
主 催 日吉台地下壕保存の会 
        
 

２００５年度活動報告 
 

 2005 年度は不思議な、そして充実した年度であった。５月に開かれた総会では敗戦 60 年

としながらも例年と余り変らぬ活動方針が示されている。 

しかし、港北区区政推進課から提示された「港北ふるさとサポート事業」に応募（6 月 25

日提案会)し、助成金を頂くことになると様相は一変した。事業内容は「ガイド養成講座」（5
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回）を開催することと、戦争遺跡「ガイドブック」の刊行だが、2006 年３月末までに事業を

終えなくてはならず、時間に追われた。 

ガイドブックは「戦争遺跡を歩く 日吉」として、2006 年 1 月 28 日に刊行、近隣の小中

学校に配布するため校長会に挨拶に回るなどし、大変喜ばれた。 

講座は 10月 22 日第 1回の講演からはじまり、講演と見学会を行ない、2月 18日第 5回最

終回はグループで討論し、結果をグループ別に発表した。講座はおおむね好評で、来年も引

き続き「港北ふるサポ」に応募し、開講する予定である。 

一方、7 月の運営委員会で神奈川新聞社の「神奈川地域社会事業賞」に自薦応募すること

が決まり、過去 16 年間の事業内容資料を添付、応募用紙を提出した。9 月 23 日の同新聞記

事によれば、39 団体の中から 5 団体が選ばれ、受賞することが決まった。2006 年 1 月 28 日

十菱駿武氏を招き受賞記念講演会とパーティを来往舎で開催した。 

 地下壕見学会は平成 17年 4月 1日、慶大総務部、日吉キャンパス事務センターより「日吉

地下壕入坑ガイドライン」が提示され、入坑の資格、傷害保険加入等、見直しがされた。崖

くずれの修復工事が終わり 4月 30 日から見学会を再開したが、７月 11日～8月 31 日再度修

復工事のため中止となり、9 月 24 日の定例見学会より開始した。このような事情により 10

～12 月は見学会が目白押しとなった。 

本年度総会（2005 年 5 月 28 日）では新井

揆博副会長が「神奈川県の戦争遺跡」を講

演、大変詳しい内容で「リスト一覧」には

79箇所の戦跡が書き込まれている。 

「平和のための戦争展 in 横浜」（5 月 27

～29 日）に例年通り展示参加した。 

「川崎・横浜平和のための戦争展」は 13

回を迎え、川崎市平和館に場所を移して７

月 16･17 日に開催し、アジアに視点をむけ

た講演、シンポジウムが行なわれた。 

「戦争遺跡保存全国シンポジウム長崎大

会（8月 20～22 日）に９名が参加。  

 11 月 19 日、日吉台小学校の「日吉台フェ

スティバル」にご招待いただいた。日吉台

地下壕と戦時中の日吉のまちが取り上げられ、劇と展示の 2 本立てであった。体育館での劇

「演じます戦争のこと①地下壕の説明、②疎開について、③戦争を生きぬいた人の体験」。教

室での展示・児童会室：「見せます地下壕のこと①地下壕のジオラマ、②地下壕についての展

示」、６－１：「戦争当時の日吉と今の日吉（模型）」、６－２：「紙芝居で教えます地下壕のこ

と！」、６－３：「知っていますか？日吉台地下壕のこと」などであった。地下壕の見学や地

域の人々の話から劇を創作して演じ、大人も及ばぬ展示を教室いっぱいに繰りひろげ、他者

に伝える大切な仕事を立派にこなした力量に感激した。校長先生は「よくやってくれました」

と語られた。 

2006 年 1 月 27 日、慶大に地下壕調査のため文化庁調査官他の来訪があったことに伴い、2

月 14日横浜市文化財課を訪問し事情を聞いた。文化財指定、その運用については文化庁より

地域の文化財課に連絡があり、地域の状況など聴取があるので、地道な活動が必要とのこと

であった。 

 3 月 22 日、文化庁にて磯村幸雄主任文化財調査官と戦跡ネットワークの代表 7名が懇談を

した。調査の進行・報告書刊行・戦跡指定検討会の状況を尋ね、要望を述べた。 

 4 月 15 日「日吉キャンパス周辺を歩く」を運営委員とガイド養成講座参加者で実施。航空

本部地下壕周辺は 2003 年 3月頃からマンション建設で問題になっていたが、今回歩いてみる

と、開発は今のところ中断されている様子で、草に覆われていた。 

報告者 中沢正子 
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日吉台地下壕保存の会 

 

◆会員数：302 名、８団体     

◆定期総会開催：第 17回 2005.5.28 

◆運営委員会開催：6.17～06.6.1 15 回  

◆会報発行 4回 75 号(7.1) 76 号（9.30）77 号（2006.1.12）78（5.13） 

◆地下壕見学会：4.30～2006.5.27 38 回   参加者：1748 名   

見学会中止期間：2004.10～2005.4.29、7.11～8.31 

◆TV 朝日スーパーモーニング 6.28 放映 取材協力 6.20 

◆「港北ふるさとサポート事業」6.25 港北区提案会、11.23 同中間報告会 06.3.11 同活動

報告会  

＊ガイドブック「戦争遺跡を歩く 日吉」編集･校正･相談等：8.4～06.1.16 17 回 06.1.28

刊行 

＊ガイド養成講座：第 1回（10.22）「戦後 60 年、アジア太平洋戦争をどう考えるか」渡辺賢

二講師、第 2回（11.19）「日吉の戦争遺跡」①連合艦隊地下壕をはじめとする海軍施設 新

井揆博講師、②日吉の空襲と学童疎開 喜田美登里講師、③大聖院と小嶋萬助 亀岡敦子

講師、第 3回(12.10)「日吉の戦争遺跡を歩く」１ 連合艦隊地下壕、第 4回（2006.1.14、

大雨 2.4に延期、12.26下見）「日吉の戦争遺跡を歩く」２ 艦政本部地下壕他、第5回（2.18）

「日吉の戦争遺跡を通して私たちが子どもたち・市民に伝えたいもの」グループ・デスカ

ッションと発表、講評 渡辺賢二講師。レポート提出 

◆第 13回川崎・横浜平和のための戦争展「昭和 20年 戦争の記憶をひきつぐ」 

日時：7.16～17  会場：川崎市平和館  参加人数：250 名 

主催：川崎・横浜平和のための戦争展実行委員会、日吉台地下壕保存の会 

展示：実物資料「登戸研究所等の未公開資料を含む」 

    絵画「市民が描いた戦争の記憶」 

    写真「神奈川県の戦争遺跡」日吉台地下壕、登戸研究所、蟹ヶ谷通信隊、その他の

戦跡 

    複写「海軍作戦命令電文」 

講演・シンポジウム：大日向純夫氏「アジアとの歴史対話の意義と課題」 

中国・韓国の留学生を中心にシンポジウム「アジアにおける戦争体験の継承」 

大原穣子・松尾敦子氏の朗読と語り 

実行委員会：3.29～7.8 ５回  準備作業：7.1、7.14～15 

記者会見：川崎市記者クラブ 6.28 

関連事業「あなたの戦争の記憶を絵に」絵画教室 6.11 

◆日吉台地下壕写真展 7.25～29 於すとう信彦と市民政治バンド事務所 

◆第 9回戦争遺跡保存全国シンポジウム長崎大会 ９名参加 

日時：8.20～21  会場：「矢太楼」 8.22 フィールドワーク  

 分科会報告：「横浜･川崎の戦争遺跡の現状と保存運動の課題」新井揆博、岩崎昭司、喜田

美登里 

◆神奈川地域社会事業賞受賞（神奈川新聞社）表彰式 10.22 於パンパシフィックホテル。 

記念講演会・パーティ 2006.1.28 於来往舎。講演：「戦争遺跡保存運動の意義」十菱駿武

講師 

◆NHK 第 1放送「きょうも元気でわくわくラジオ」の取材同時放送 2.23 取材協力 2.2 

◆日吉キャンパス周辺を歩く 4 月 15 日（4 月 1 日下見）ガイド養成講座参加者に来年度へ

のつなぎとして開催。慶大キャンパス内第８校舎脇の理工坂周辺の人事局地下壕、まむし

谷の連合艦隊地下壕入口向い側の構築物、日吉 5丁目の航空本部地下壕などを見学した。 
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             2005 年度   決算報告       （単位 円 ）   
     

費   目 2005 年度予算 2005 年度決算 備        考 

【収入の部】       
会   費 220,000 221,000 133 名・４団体 

見学会資料代 250,000 322,591 内訳別項 

図書等頒布 0 59,050   

寄付金等収入 0 315,000 神奈川新聞地域社会事業賞副賞等 

繰 越 金 311,356 311,356   

計 781,356 1,228,997   

【支出の部】         

運 営 費 120,000 150,621     

事 務 費 70,000 39,120     

印 刷 費 30,000 29,058     

通 信 費 170,000 144,590     

資 料 費 30,000 26,010     

頒布図書購入費 50,000 130,336     

交流・交通費 100,000 98,140     

謝  礼 30,000 25,000   

予 備 費 181,356 100,000 ふるさとサポート事業補助 

計 781,356 742,875     

差引残高   486,122     

     

見学会開催費用内訳    

収入の部   支出の部 保険料 152,400 

見学会費用 535,100   振込手数料 4,690 

      案内経費 55,419 

      ※資料作成費 322,591 

合計 535,100   合計 535,100 

※資料作成費は２００５年度決算の見学会資料代に計上しています  

     

以上の通り報告します    

     

2006 年 6 月 10 日 日吉台地下壕保存の会  

       会  計        亀岡 敦子     印 

この報告により収支を監査したところ、適正に処理されていることを認めます。 

  会計監査       熊谷 紀子   印 

  会計監査          山口 園子   印 
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２００６年度日吉台地下壕保存の会 
運営委員･会長･副会長･会計監査･顧問 

 
会 長  大西 章 
副会長  新井 揆博  鈴木 順二 
 
運営委員 岩崎 昭司 上野 美代子 大久保 隆 岡上 そう 

亀岡 敦子 喜田 美登里 桜井 準也 鈴木 高智 
谷藤 基夫 常盤 義和  都倉 武之 冨澤 慎吾 
中沢 正子 中谷 俊吾  林  ちづ 古川 晴彦 
宮本 順子 茂呂 秀宏  渡辺 清 
 

会計監査 熊谷 紀子 山口 園子   
 
顧 問  永戸 多喜雄  鮫島 重俊  白井 厚 
     東郷 秀光 
 

 

 

２００６年度活動方針（案） 
  
 １９８９年に日吉台地下壕保存の会が発足して、今年で１８回目の総会を向かえます。多

くの会員の方々、全国の戦争遺跡保存運動に携わっている方々、日吉地域住民の方々ととも

に活動を行ってきました。 
 今年度は文化庁が『近代遺跡調査報告書』を刊行する見込みです。既に日吉台地下壕は全

国の軍事に関する遺跡の５０件に選定されております。この地下壕が歴史的に重要であるこ

とは言うまでもありませんが、国に近代遺跡として登録されことは大きな意味があります。 
近代遺跡として登録されるために、我々も十分な準備をしなければなりません。一つは国

民的理解、戦争遺跡の市民権をさらに得るために日常的に見学会を開催していくこと。また、

我々自身もより深く理解し活動するために学習講座を開いていくこと、調査研究をして史跡

指定に必要な資料を準備すること。その他にも指定促進活動を進めて行政に訴えていくこと

があります。 
 また、小・中・高校生を始めとする多くの方々に対して見学会を開催し、それをガイドす

る方々を養成し、活動を拡げると同時に持続させていきたいと考えています。 
 そのために以下の活動方針を提案致します。 

 
活動方針 
○ 日吉台地下壕及び関連施設の整備・活用方法を考え、その実現に努力する。 
○ 日吉台地下壕見学会の内容を充実させ、より頻繁に開催する。 
○ 小・中・高校生のための見学会を開催していく。 
○ 日吉台地下壕の学術調査・研究及び学習会を開催する。 
○ 港北区住民の方を始めとする地域の方々と協力して保存運動を進める。 
○ 慶應義塾・横浜市・県・国への働きかけを地域の方々と連帯して行う。 
○ 全国の戦争遺跡保存の会との連携を深め、保存運動を盛り上げていく。 
○ 日吉台地下壕平和資料館建設を目指し、実現に努力する。 
○ 運営委員会の活動の充実と強化をはかる。 
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           ２００６年度 予算（案）         

（単位 円 ） 
   

費     目 ２００６年度予算 備考 

【収入の部】     

会  費 220,000   

見学会資料代 250,000   

図書等頒布 0   

寄付金等収入 0   

繰 越 金 486,122   

合  計 956,122   

      

【支出の部】     

運 営 費 150,000 各種会合・打合せ等 

事 務 費 70,000 事務用品費等 

印 刷 費 30,000 会報・資料等 

通 信 費 170,000 会報郵送費 

資 料 費 30,000 書籍・資料等 

頒布図書購入費 50,000   

交流・交通費 100,000 全国集会・各平和展賛助金等 

謝 礼 100,000 講演・学習・調査等 

予 備 費 256,122   

合  計 956,122   

   

   

収入の部の会費は前年度実績をもとに計上しました 

   

2006 年 6 月 10 日 日吉台地下壕保存の会 

     

  運営委員会 

 

 

○講演会 
学習会シリーズ 慶應義塾日吉キャンパスの戦争遺跡を知る     

図面から見た海軍省人事局地下壕（要旨） 
講師 新 井 揆 博 

１ 戦争末期海軍は日吉に巨大地下壕を造る 
アジア太平洋戦争も１９４４年７月にサイパン島が米軍の手に落ちると、早晩、Ｂ２９による日本本土空

襲が予想され、慶應義塾日吉キャンパスの第一校舎に構えていた軍令部第三部は、一週間後に、海軍第３

００設営隊によって地下壕（待避壕）の建設を開始した（配置図②）。以後、新たに軍令部総長特命で編

成された第３０１０設営隊は、第３００設営隊の協力を得て、巨大な連合艦隊司令部地下壕（配置図①Ａ） 
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の建設工事に入った。工事の一定見通しができた１０

月ごろ、第３００設営隊は次の任務地に移動し、前後

して、海軍省人事局の地下壕（配置図③）設営のため

に、東京地方施設事務所編成の柳瀬隊（隊長海軍技師

柳瀬珠郎）が、民間建設業者鉄道工業（株）を協力作

業隊にして地下壕建設に入った。それからは海軍省諸

官衙の存在を偽装する意味合いをも兼ねて、連合艦隊

司令部（日吉部隊と呼称）からの指示もあり、第３０

１０設営隊は隊長名を冠して「伊東部隊」と呼称する

ようになった。人事局地下壕は、４５年３月１０日の

東京大空襲前には完成し、人事局の大部分（約２００

名）が日吉に移ってきた。海軍省航空本部地下壕（配

置図①Ｂ）は４５年５月中旬に完成を見た。「日吉の

丘公園」海軍省艦政本部地下壕（配置図④）は、４５

年１月に着工、８月１４日に一応完成したといわれて

いる。 
厳しい戦況の中で 
サイパン・グアム・テニアンなどマリアナ諸島の陥落によって「絶対国防権」は崩壊し、日本の防衛線

は、小笠原・沖縄・フィリピンまで後退し、東条内閣は責任を取って７月１8 日に総辞職した。                           

後を引き継いだ小磯内閣は、国民の更なる戦意高揚をはかるため８月４日「国民総武装」を閣議決定し

た。その結果、全国の職場や学校で竹やり訓練が始められた。８月１９日、御前会議において「今後採る

べき戦争指導の大綱」が決定され、「捷号作戦」の準備が改めて確認された。 
連合艦隊司令部が旗艦「大淀」から慶應義塾の学生が使っていた寄宿舎に入ったのは９月２９日であっ

た。１０月に入ると、日本海軍は台湾沖航空戦に引き続くレイテ決戦で、神風特攻隊による体当たり攻撃

など通常では考えられない手段をもって戦った。この決戦で連合艦隊は事実上壊滅した。海軍は地下壕に

潜り、本土決戦を計画し準備を進めていった。兵器など物的戦力の補充がとどこおるなかで、人事局は人

的戦力をどう補充するか、第一線部隊の兵士に対しては特攻精神とその戦術に依拠した「玉砕」を結果的

に強要していった。 
 

２ 海軍省人事局 
日吉に来た海軍省の部局 

   大臣官房、軍務局、兵備局（１９４５年３月１日、兵備局は軍務局に合体し、兵備局は廃止。ただ

し兵備局第４課所掌であった「労務、徴用、軍属船員」は人事局に移された。）、人事局、教育局、軍

備局、医務局、経理局、法務局、建築局（建築局は１９４１年８月１日廃止、海軍施設本部に改組）

を置き、大臣官房に文庫、調査課、電信課を置いた。 
  その他、海軍大臣直隷の機関として海軍艦政本部、海軍航空本部、水路部、海軍施設本部、があった。 

（上記ゴチックの部局は日吉に来た部局） 
 当時の海軍省人事局長は 

    発令日       階級    氏名    
１９４３年 ６月 ５日  海軍少将  三戸 寿  海兵４２期 
１９４５年 ５月 ７日  海軍少将  大野竹二  海兵４４期 
１９４５年１１月２４日  海軍少将  川井 巌  海兵４７期 
 

人事局では何をやっていたか（１９４０年１１月以降） 
  軍人（士官及び准士官の一部）、文官の補職、配員、任免、下士官、兵の任用進級に関すること。 
  戦時充員計画に関すること。 
 軍人、文官の補充及び分限に関すること。 
 軍人の服役に関すること。 
 兵の徴募に関すること。 

  依託学生、生徒、予備員候補者の採用に関すること。 
                          （戦史叢書『海軍軍戦備』＜１＞２１頁） 
功績調査部 

  人事局は１９４２年７月１４日功績調査部を設置し、日中戦争勃発以後諸作戦、戦闘、諸戦務に従事
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の軍人、軍属の功績調査を行い、功績顕彰の基準を作製し功績顕彰案を遂行した（功績調査部は４５年４

月１５日に空襲で焼かれるまで日吉台国民学校で執務していた）。 
 
３ 海軍省人事局地下壕 
海軍省人事局地下壕の図面について 
  

ここに紹介する図面は、現在

慶應義塾日吉キャンパス第８

校舎の東側に所在する「海軍

省人事局地下壕」について、

大学当局が製作した１９５５

年９月２２日付「ＰＬＡＮ 

ＯＦ“Ｃ”ＢＬＯＣＫ設計図」

「ＢＬＯＣＫ ＰＬＡＮ Ｂ

ＬＯＣＫ“Ｃ”設計図」「ＣＲ

ＯＳＳ ＳＥＣＴＩＯＮＳ 

ＢＬＯＣＫ“Ｃ”設計図」の

一部であるが、これら地下壕

の図面は、松田平田設計事務

所が作製したものを基につく

ったようだ。 
防衛研究所図書館所蔵『旧

陸軍私設関係綴』（日本兵器工

業会資料＜昭和４７年＞）の

別紙「旧海軍の設けた地下施

設について（追加報告）」によると、「…尚日吉地区にあった海軍省地下施設については、１９４９年１月

に米第八軍の命令により株式会社松田平田設計事務所（本社東京都千代田区内幸町二ノ三幸ビル六階）が

実測した図面を同社の好意により当部で借用、之を複製することを得たので附図として添付提出する。」

と記述され、延長・面積などほぼ一致している。 
また、３０１０設営隊隊長であった伊東三郎は、『海軍施設系技術官の記録』同刊行委員会（１９７２

年）のなかで、「昭和２５年～２６年の朝鮮事変で一時米軍の危機があった際、当時横浜生糸試験所に駐

屯していたアイケルバーカー大将率いる第一騎兵師団本部が、日吉の地下施設利用計画立案のための予備

調査測量を、当時米軍に最も信用の厚かった松田平田設計事務所に依頼があったとかで、その案内をひき

うけて日吉部隊・航空本部使用の地下施設戦跡を巡回案内したことがあった」とのべているところからも

松田設計事務所によるものと考えられる。 
 

 人事局地下壕の規模と構造（前掲１９５５年９月２２日付 設計図） 
完成状況        延長         床面積         

コンクリート覆工部  ３３６．５３ｍ    ７９０．４６３７㎡ 
（８７８２．９３平方呎） 

未完成（素掘部）   ２１７．１５４ｍ   ５６１．２２４７㎡  
（６２３５．８３平方呎） 

     合計      ５５３．６８４ｍ  １３５１．６８８４㎡  
（１５０１７．８６平方呎） 

    使用可能規模     ２４３．３７９ｍ   ７５７．４０４９㎡ 
階段       ５４．２２８ｍ   １０７．３９０７㎡ 

通路等      ２５６．０２７ｍ   ４８６．８９２８㎡ 
合計      ５５６．８３４ｍ  １３５１．６８８４㎡ 

 
地下壕の構造（「ＰＬＡＮ ＯＦ“Ｃ”ＢＬＯＣＫ設計図」参照） 

人事局地下壕は５つ（１Ｃ～５Ｃ）のＹ字型入坑部を持ち、ＡからＯまでの坑道と各部屋から構成され、

入口の坑道部分は全て幅２ｍ高さ２．１ｍになっている（断面図ａ参照）。ＡとＢの坑道には緩やかな階

段を備え、壕の中心部Ｏに続いている。Ｏの近くにはＶ１の竪穴坑とＫ坑道にはＶ２の竪穴坑があり空気

ＰＬＡＮ ＯＦ“Ｃ”ＢＬＯＣＫ 設計図（１９５５年９月２２日製作） 
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調整の役割を果たしていた。なお、Ｇ・Ｈの坑道は素掘りになっているが、その他の坑道は全てコンクリ

ートで覆工され水性ペイントで２回塗り仕上げしている。 
 

 Ａ－坑道（Ｔ－Ｏ）９４．５ｍ 
 日吉記念館の東側、Ｔ入坑部（標高１７．８ｍ）から入って約１０ｍ進むと、高低差７m・７２段の階

段（Ａ階段とⅹ断面図参照）があり、階段を下りたところから、幅約３ｍ、高さ約２．６ｍの坑道（断面

図ｂ参照）がＯまで６１ｍ続く。階段を下り左に素掘りのＧ・Ｈ坑道の入り口がある（断面図 L・ｊ参照）。

その先左に幅・高さともに約２．５ｍ、奥行き約５ｍの I 室（断面図ｄ参照）があり、坑道Ｆにつながる

J 坑道の入り口（断面図ｂ参照）と右側にＢ坑道につながるＫ坑道（ｂ参照）がありＯ（標高１０．８ｍ）

に至る。  

          
 

日吉記念館東側コンクリート構造物        全入坑部共通の断面図坑道の両側に 
（Ｔ入坑部か？）                約１０㎝幅の溝があり、真ん中に幅 

約３０㎝深さ約１５㎝の溝がある。 
                            

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ａ・Ｂ坑道の階段部断面図で幅２ｍ、      Ａ・Ｊ・Ｋ坑道とＮ室も同じ断面になっている 

 高さ２．１ｍのトンネル状の階段に 
 なっていた。 
 
 
 
 
 

Ａ・Ｂ坑道の階段断面図 
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Ｉ室には内部に幅約６０cm 深さ３５cm の排水溝があり、直径５cm 
の「竹管」が配管されていた。B 坑道の F 室と共通した断面になってい 
る。 
       

         

 
 
G・Ｈ坑道（断面図 L・ｊ）は素掘りになっていたが、この部分は第 8 校舎建設時（１９７１～７２年）

にＦ・Ｉ・Ｊ坑道の一部とともにコンクリートの基礎杭と気泡コンクリートによって充填され埋めたてら

れたといわれている。 
 
Ｂ－坑道（Ｓ－Ｏ）６４．４１ｍ 
第８校舎から北東方向に約７０ｍ斜面を下ったところに標高

１８．６ｍに位置するＳ入坑部（断面図ａ参照５頁）がある。Ｂ

坑道を１５ｍほど入るとＯに続く高低差５．１８ｍ、長さ２１．

１６ｍの階段（途中７．４４ｍの平らな部分がある）になってい

る。階段を下りた右側には、幅約２．５ｍ、奥行１２．５ｍの比

較的広いＬ室がある（断面図ｄ参照６頁）。その先の左側にＡ坑

道につながるＫ坑道がある。鍵の手になっていて途中に竪穴坑Ｖ

１がある。 
 
       

                   
 
Ｃ－坑道（Ｒ－Ｏ）６４．３６ｍ 
Ｒ入坑部（標高１０．３１ｍ）からＯ部まで６４．３６ｍある

が、途中３５ｍ入ったところから約１５ｍは、ａ断面構造をもつ坑

道よりも一回り大きい幅・高さ約３ｍの坑道になっている（ｅ断面

図参照８頁）。しかもこの部分の左側に、ｅと同じ断面をもつ奥行

き約７ｍのＭ室がある。そしてＯの手前を右に入るとＶ２の竪穴

坑がある。 
       

   
 
 

 
      
   

Ｂ坑道入坑部 

C 坑道入坑部 

C・Ｅ坑道の一部断面図だが両側に 
約１０ｃｍの溝があり直径約５㎝の竹 
管が中央部の桝型排水溝（６１㎝四方 
深さ３５．６㎝に配管されている。 
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Ｄ－坑道（Ｑ－Ｏ）４９．６ｍ 
Ｑ入坑部（標高１０．３４ｍ）を１８ｍほど入るとＯ部まで３３ｍ続く四角くコンクリートで覆工され

た坑道（幅約３．２３ｍ×縦２．１９ｍ断面図ｊ参照７頁）になっている。それからＯに向って右側には

幅約３ｍ奥行き約５ｍのＮ室（断面図ｂ参照５頁）がある。この部屋は人事局長の執務室であったという。

この部屋の前に、当時、若林主計兵曹長の机が置かれていた。 
 

              
Ｄ坑道入坑部                     Ｅ坑道入坑部   
 
Ｅ－坑道（Ｐ－Ｏ）６７．８ｍ 
Ｐ入坑部（標高９．５５ｍ）から幅２ｍ高さ２．１ｍ（断面図ａ参照５頁）のほぼ平坦な坑道を約６０

ｍ進むと幅・高さ約３ｍの坑道（断面図ｅ参照）が８ｍありＯに至る。 
なお、Ｆ・Ｊ・Ｋの坑道は直接入坑部をもたないが、ともにｂ断面（５頁）をもった構造になっている。 
                   
Ｖ１竪穴坑とＶ２竪穴坑 
Ｖ１・Ｖ２の竪穴

坑は、土被りが１５

ｍから２１ｍあり、

地上部分の耐弾構

造物も頑丈に設計

され、人事局地下壕

が極めて重視され

て造られているこ

とがわかる。空気坑

としてつくられた

ものと考えられる

が、八角形の煙突状

になっている。 
        

  
  
 
 
 
 
戦後も「空気流通坑道」の工事を進めた 
３０１０設営隊は、敗戦直後人事局首脳部からの要請で「空気流通坑道の貫通を要望」され、工事完了

次第、作業従事隊員は即刻復員することを前提条件で、戦争中にも増して昼夜後退作業の急ピッチは好調

に進み、作業開始後旬日ならずして導坑は貫通した。 
（『海軍施設系技術官の記録』同刊行委員会 １９７２年 ３０６～３０７頁）      

 
４ 人事局地下壕にきた人々 
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川井 巌（１８９６年９月２日～１９７２年５月１５日）享年７７歳 
発令日         階級        補任／任官  
１９４０年         海軍大佐 
１９４３年１０月 ４日           軍令部出仕／海軍省出仕（人事局一課） 
     １１月１８日           人事局第一課長 
１９４５年 ４月 １日           人事局第一課長／第三課長  
      ５月 １日   海軍少将   
      ６月 ５日           人事局第一課長 
     １１月２４日           人事局長／第一課長／第三課長 
     １１月３０日   予備役     充員召集 
     １２月 １日   第二復員官   第二復員省人事局長／人事局補任課長 
１９４６年 ６月１５日   充員召集解除  復員庁第二復員局人事部長／人事課長 
              復員事務官 
１９４７年 １月 １日           復員局第二復員局残務処理部長 
      ５月３１日           引揚援護庁復員局第二復員局残務処理部長 
１９５０年 ８月１６日           依願免 
 
若林繁雄 （海軍人事局主計兵曹長） 
１９３６年、１９歳で海軍に志願入隊し敗戦まで兵役を勤めあげる。 
１９４３年、海軍経理学校？ 

本人の記憶では、４５年３月１０日の東京大空襲の前に人事局の大部分が日吉に移ってきたという。 
現高校校舎北側２階に鉄製２段ベットがおかれ宿泊していた。朝８時になると人事局地下壕に行き夕方ま

で仕事をした。つい立をはさんですぐ隣に人事局長（川井巌・少将）の部屋があった。人事局には２００

人ぐらいいて、軍人は校舎に宿泊、理事生１０人ほど（２０歳位）は通勤していた。 
若林氏は充員計画といって兵員の割り振りの仕事をしていた。人事局は士官（予備士官も含む）の人事

を中心に扱かい、少佐以上の人事は海軍省で扱った。通信など特殊技能者がやられるので補充しなければ

ならない。これらの兵を飛行機で送らなければならない。飛行機は上官が乗るので下のものは乗れない。

仕方なく船で送るが途中で撃沈された。これが繰り返され、無駄なことをしていたとも延べている。 
敗戦に伴って多くの書類は焼かれたが、残った書類とともに４５年８月下旬に、補修された海軍省に戻っ

た。１２月１日退役、その後復員省で残務整理をしていた。 
  

日吉には海軍省経理局もきていた 
経理局の所掌事項 
予算及び決算に関すること。 
契約事務の統制及び契約の実施。 
主計科士官の本務に関すること。 
集中購買、物資の調達配給及びこれに必要な調査。 
船舶の徴傭契約の関すること。 

（戦史叢書『海軍軍戦備』＜１＞２４頁）     
経理局の編成 

  第一課、第二課、第三課、契約部（第四課、第五課、第六課）から編成されていた。 
 昭和２１年３月１日契約部を新設した。経理局第四課は契約事務の統制、各庁所要品の集中購買を、第

五課は契約の実施、物資調達配給とこれに必要な調査を、第六課は工場事業所の軍需品、原料、材料に原

価計算、工場事業場の経理に関する事項をそれぞれ担当していたが、契約事務がとみに激増したため、契

約部を設けてこれら三課の事務を総括することとなったものであった。 
戦史叢書『海軍軍戦備』＜２＞３２５頁） 

千葉朝夫 
１９３０年、２０歳で海軍に志願し横須賀海軍経理学校に入校。卒業後、戦艦「長門」に乗船。その後、

各隊勤務を経て、三沢航空隊から４４年７月１日海軍省に経理局主計課士官として赴任。日吉には海軍省

経理局第三課、総勢２５０～２６０名と共にきた（月日不詳）。そして艦隊経費を管理・物品会計などの

仕事をしていた。艦船が沈んでも経理上後始末するため必ず報告することになっていた。ミッドウエー海

戦で大損害を受けたときも帳簿上から分かった。出納帳は敗戦直後焼却した。経理局第二課（４０名ぐら
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い）きて共済・年金関係の仕事をしていた。 
経理局には武官と文官とがいて、第三課には佐官が３人、尉官一人（千葉氏）いた。日吉では武官が千

葉氏一人で他は文官であった。最初は男子が経理の仕事をしていたが、出征していったため女子が増えて

いった。女子挺身隊が１５０～１６０人ほどいて、理事生・筆生として仕事をしていた。偉い人の娘さん

が多かった。 
千葉氏はマムシ谷のテニスコートでよくテニスをしたという。空襲の時は放送があり校舎の近くの地下

壕にったという。当時防空指揮官をしていた。この地下壕は、高さ２ｍ、幅２ｍぐらいで、コンクリート

のところや素掘りのところがあった。４５年５月ごろ、第一校舎（現高校）前で、皆に話しをしていて、

グラマンに撃たれたことがあった。このグラマンは田圃に撃墜され乗っていた兵士が目隠しをされて連れ

てこられた。 
敗戦の日、本土決戦をやるというので、妻を切り、自分も死ぬつもりでいた。校舎の中庭に全員集めて

「玉音放送」を聞いた。聞き終わって、２０分ぐらい茫然自失の状態であった。いつの間にか３００人近

くいた人がみんないなくなっていた。 
副官から書類を焼けという命令が来た。現金出納帳はじめ、全ての書類を全部焼いた。その後、ＧＨＱ

から電話がきて、戦争経費を報告しろと命令を受けた。部下と記憶を頼って報告した。 
 日吉にいたとき、人事局と軍令部の一部分がきていることは知っていたが、連合艦隊司令部がきている

ことは知らなかった。 
（慶應義塾教職員版ニュース『せいきょう』５０号） 

 
５ 第８校舎建設に伴う地下壕の変容 
慶應日吉第８校舎の建設は、１９７６年８月に開始、７７年５月に竣工した。この基礎工事に伴い人事

局地下壕のＦ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｊ坑道部分は、直径１ｍ位あろうか鉄筋コンクリートの抗柱が打ち込まれ、

気泡コンクリートで埋め立てられた。下記添付写真は、７６年当時の人事局地下壕の状態を伝える貴重な

写真である（慶應義塾所蔵）。 
  

   
７６年８月２５日撮影 撮影場所不詳（Ｏの近くか？）地下水が溜まっている。 

       
        

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

７６年９月６日撮影 地下壕の天井はダイヤ 
モンドカッターで大きな穴が貫通された。 

76 年 10 月 5 日撮影 １ｍの直径鉄筋 
コンクリート抗柱が打ち込まれた。 
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第１０回戦争遺跡保存全国シンポジウム 

谷川岳を仰ぐ、いで湯の里みなかみで開催 

             大会要項発表さる。多くの方の参加を！ 
 
   昨年の長崎大会に次いで今年も全国大会の季節がやってきました。今年は、群馬県みなか
み温泉で８月１９日（土）～２１日（月）３日間に渡って開催されます。日吉台地下壕保存

の会は戦争遺跡保存全国ネットワーク設立団体のひとつとしてこの大会に当初から参加して

きました。今年は第１０回の大会として、海外の中国、韓国、マレーシアから研究者をお呼
びしてシンポジウムが開かれます。世界史の中でアジア太平洋戦争とは何だったのかという

重い課題が少しでも明らかになるのではないかと思います。 
 １０年目の節目の年に、雄大な谷川岳を仰ぎながら温泉につかり、戦争と平和、戦争遺跡

の保存について御一緒に考えましょう。多くの方々のご参加をお願いいたします。 
     
                                記 
 
１．場所   「松の井ホテル」群馬県みなかみ町湯原５５１ TEL０２７８－７２－３２００ 
２．日程  ２００６年８月１９日（土）～２１日（日）３日間 
   詳細は同封のプリントをご覧下さい。 申し込みは個人で申し込まれても構いません。その
場合は会の方にも申し込まれた旨ご連絡いただければ幸いです。 
    また会としても団体申し込み致します。 
  締め切り   ７月３１日まで 
 申し込み及びお問い合わせ先   亀岡敦子  宛 
 〒２２３－００６４ 港北区下田町５－２０－１５  
Ｔｅｌ＆Ｆａｘ ０４５－５６１－２７５８ 

 
                      
 
           

○現職の文科相、戦争遺跡を視察！  
   
 信濃毎日など各紙によると小坂文科相は６月１１日

（日）地元の高校生の案内で長野県の松代大本営地下壕

を視察しました。現職の閣僚が戦争遺跡を視察するとい

うことはこれまでなかったことだと思います。ただし文
化庁、山下調査官は、国の史跡指定は地元の申請が原則

であり、（文科相の視察によりすぐに史跡指定されると

いう）そのような話は聞いていないという見解を述べた
と松代大本営の保存をすすめる会からの報告が保存の会

に届いています。 
（信濃毎日新聞2006.6.12） 
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● 活動の記録  2006 年 5 月～6 月 
５／１３ 第１４回運営委員会 会報 78 号発送（慶応高校物理教室） 
５／２０ 平和のための戦争展ｉｎよこはま実行委員会（かながわ県民ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ） 
５／２５ 平和のための戦争展ｉｎよこはま 会場設営（かながわ県民ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ） 
５／２６ 地下壕見学会 日本セカンドライフ協会 37 名 
５／２６～２８ 平和のための戦争展ｉｎよこはま開催（かながわ県民ｻﾎﾟｰﾄセンター）   
    「戦争展 10 周年 5 月 29 日・横浜大空襲から 61 年 見つめよう！語り合おう！

戦争の過去といま」展示・朗読劇・映像とトーク 3500 名来場  
５／２７ 5 月定例見学会 66 名 
５／３１ 地下壕見学会 慶応義塾高校１年 42 名 
６／１  第１５回運営委員会（日吉地区センター） 
６／５  地下壕見学会 川崎市立日吉中学校 2 年 91 名 
６／９  地下壕見学会 慶応義塾高校 1 年 84 名 
６／１０ 2006 年度定期総会（来往舎中会議室）  講演会 「図面から見た海軍省人事局

地下壕」 講師 新井揆博 氏   
６／１６ 地下壕見学会 慶応大学文化人類学受講生（桜井準也先生）144 名 
６／１７ 『港北ふるさとｻﾎﾟｰﾄ事業』公開提案会「港北学び舎」開催 16 団体が参加（慶

応大学来往舎 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑスペース）日吉台地下壕保存の会は「ガイド養成講座」

など、「ピースロード・ふるさと港北 Part２」を提案、助成金 12 万円 
６／２０ 地下壕見学会 郷土史友の会 44 名 
６／２４ 6 月定例見学会 63 名 
予定 
７／５  運営委員会 会報 79 号発送（慶応高校物理教室） 
７／２２ 7 月定例見学会・７／２９ 7 月定例見学会（7 月は 2 回実施します） 
８／１２ 8 月定例見学会 
 

 

 
 

 ▲定例見学会は毎月第４土曜日に行っています。なお日程が変わる場合もありますので 

必ず見学窓口に申し込んでください。 （見学申込先 ＴＥＬ＆ＦＡＸ045-562-0443   喜田） 
  

   連絡先（会計）亀岡敦子：〒223-0064 横浜市港北区下田町5-20-15  ℡ 045-561-2758 
       （見学会・その他）喜田美登里：横浜市港北区下田町2-1-33  ℡ 045-562-0443 
  ホームページ・アドレス：ｈｔｔｐ／ｗｗｗ．ｇｅｏｃｉｔｉｅｓ．ＨｅａｒｔＬａｎｄ－Ｈａｎａｍｉｚｕｋｉ／２４０２ 
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